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日本赤十字社石川支部産院として下新町で発足
（大正14年）

下新町より殿町（現大手町）へ移転（昭和7年）

小児科を新設（昭和30年）

増改築工事完成（平成元年）

三馬町（現三馬）に新築移転（昭和43年）

病院増改築工事（A棟）完成（平成11年）

当院は
を迎えました100周年

大正14年 7 月 日本赤十字社石川支部産院として発足（下新町）

昭和 7 年 5 月 金沢市下新町より同市殿町へ移転（現大手町）

昭和28年 4 月 �金沢赤十字病院と名称を変更�
内科、外科、整形外科、放射線科を増設 100床

昭和30年10月 小児科を新設

昭和43年10月 �金沢市三馬町地276番地（現三馬2丁目251番地）�
に新築移転
石川県立老人病棟（100床）の委託を受ける
200床（一般病床100床、老人病床100床）

昭和49年 8 月 �石川県立老人病棟（北病棟）を50床増床工事完成
250床（一般病床100床、老人病床150床）

昭和53年10月 脳神経外科を新設

昭和55年 5 月 助産施設の承認

7 月 訪問看護開始

昭和60年 5 月 �石川県立老人病棟（北病棟）を50床増床工事完成
300床（一般病床100床、老人病床200床）

平成 1 年 6 月 手術室、外来診察室、西病棟の増築改修工事完成

平成 2 年12月 放射線棟増築改修工事完成

平成 4 年 6 月 政府管掌健康保険健診病院の指定

平成 5 年 6 月 眼科を新設

10月 人工透析医療機関に指定

平成 6 年 1 月 リハビリテーション総合承認施設の指定

平成 7 年 4 月 健診部を新設

平成 9 年 2 月 �地域災害医療センターに指定
訪問リハビリテーションを開始

7 月 石川県立老人病棟（200床）を移管される

平成10年10月 老人デイケア施設の承認

平成11年 1 月 呼吸器科・消化器科・循環器科・肛門科を新設

3 月 金沢お年寄り介護相談支援センター日赤を開設

4 月 �麻酔科を新設
病院増改築工事（A棟）完成
人工透析センター増床（12床→16床）

10月 居宅介護支援センター開設

12月 療養型病床群（50床）を開設
（一般病棟250床・療養病床50床）

平成14年 4 月 �リハビリテーション科、泌尿器科を開設
透析センターを増床（16床→20床）
訪問看護ステーションの設置

特 集
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詳細は当院ホームページをご覧ください。
https://kanazawa-rc-hosp.jp/100th-anniversary-book/index.html   金沢赤十字病院 100 周年記念特設サイト

人工透析センター及び救急外来増改築工事完成
（平成19年）

新病棟（B棟）竣工（平成25年）

能登半島地震での緊急支援の様子（令和６年）

東日本大震災
主な緊急支援・復興支援活動　- 1 -

■　これまでの取り組み

緊急支援活動は、皆さまからお寄せいただいた日本赤十字社の活動資金、
復興支援活動は 100 の国や地域の赤十字社などから届いた「海外救援金※」により行われました。

※日本からかつて支援を受けた途上国を含む、海外 100 の赤十字およびクウェート政府により、約 1002 億円をお寄せいただいています。

緊急支援
震災直後から医療活動、救援物資の配付、炊き出し、
義援金の受付などを行いました。

生活再建
・ 生活家電セットを寄贈：133,183 世帯
・ 断熱シートなどの寒さ対策：729 か所 /137,483 点
・ コミュニティ・バスの運行支援：
　宮城県南三陸町と福島県会津若松市で９便 / 日
・ その他：「こころのケア」「健康教室」
　「ノルディック・ウォーキング」など、様々な
　活動を継続中

福祉サービス
・ 公営の共同住宅などを建築：９か所 798 戸
・ 福祉車両などを寄贈：207 施設 338 台
・介護用ベッドの寄贈：161 施設 959 台
・ 仮設グループホームに家電や家具を寄贈：
　62 施設 2,239 点

教育支援
・ 屋内遊び場「赤十字すまいるぱーく」を開催：
　86,584 人来場
・ こども園などの建設：８施設 定員 440 人
・ 仮設体育館の建設：３校 児童・生徒 1,088 人
・ サマーキャンプ in 北海道：20 回 5,788 人

東日本大震災での緊急支援の様子（平成23年）

平成15年 4 月 �療養型病床50床を一般病床に変更（一般病床300床）
地域医療連携室を設置
（財）日本医療機能評価機構より認定証（複合病院種別
B）を取得

5 月 回復期リハビリテーション病棟設置（50床）

平成17年 4 月 医療社会事業部組織変更（地域医療連携課を設置）

平成19年 1 月 医療安全推進室を設置

4 月 �人工透析センター及び救急外来増改築工事完成
※�人工透析センターを血液浄化センターに名称変更し�
増床（20床→42床）

糖尿病・腎センターを開設

5 月 一般病棟入院基本料（7:1）に変更

平成20年 7 月（財）日本医療機能評価機構 認定証の更新（Ver.5.0）

平成21年 4 月 �DPC対象病院
皮膚科を開設

7 月 �消化器病センターを開設（外科外来は2階へ移動）
化学療法室を開設

平成23年 4 月 石川県地域がん診療連携推進病院に指定

9 月 基幹型臨床研修病院に指定

平成24年 3 月 A2病棟とA4病棟の機能入れ替え

平成25年 5 月 新病棟（B棟）竣工

6 月 �許可病床300床から262床へ変更
回復期リハビリテーション病棟46床から43床へ変更

12月 一般病棟入院基本料（7：1）217床から200床へ変更

平成26年 1 月 電子カルテシステム稼働

8 月 新病棟等建築工事完成

10月 �地域包括ケア病棟設置（40床）
一般病棟入院基本料（7：1）200床から160床へ変更

平成27年 4 月 在宅療養後方支援病院に指定

平成28年10月 �地域包括ケア病棟を増床（40床→80床）
一般病棟入院基本料（7：1）160床から120床へ変更

平成30年12月 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関に�
指定

平成31年 1 月 指定自立支援医療機関（精神通院医療）（中枢神経）の
指定

4 月 �骨関節・脳血管リハビリテーションセンター及び�
患者総合支援センターを開設
血液浄化センターを血液浄化室に名称変更

令和 4 年 4 月 患者総合支援センターを患者サポートセンターに名称�
変更

令和 5 年 8 月 紹介受診重点医療機関に認定

令和 7 年 9 月 許可病床262床から243床へ変更
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新任医師紹介
当院に新しく赴任した医師を紹介します！

安
や す だ

田 康
こ う へ い

平

消化器内科

皆様のお役に立てるよう頑張り 
ます

山
や ま む ろ

室 裕
ゆ う き

紀

金
か な や ま

山 智
と も ゆ き

之

整形外科

地域の皆様に貢献できますよう精
進して参ります。
よろしくお願い致します。

私自身サッカー中のケガにより3
度の手術を受けた経験から、障害
や再発の予防に力を入れておりま
す。「今」はもちろん「未来」を大切
に、近隣の開業医さんや当院リハ
ビリテーションを含む多職種でしっ
かり連携をとりながら皆さんに寄り
添った丁寧な医療を提供できるよ
う心がけております。ふとした疑問
や不安が思わぬ解決のきっかけと
なることもございます。どうぞ遠慮
なくご気軽にお尋ねください。

　当院整形外科について
　10 月より金沢赤十字病院に赴任いたしました山室裕紀と申します。整形
外科の中でも関節外科（股関節・膝関節）を専門に、これまで金沢大学附
属病院、横浜栄共済病院、ならびにImperial college London MSk lab
での留学を通して、臨床・研究に取り組んできました。股関節手術では、筋
肉への侵襲が少なく回復が早い筋間アプローチの前方アプローチを用い、
ナビゲーション併用人工股関節全置換術を主に行っております。膝関節手

術では、骨切り術をはじめ、ナビゲーション併用人工膝関節単顆置換術・人工膝関節全置換術を中心に行って
おります。患者さん一人ひとりに寄り添い、思いやりがあり、やさしく、わかりやすい医療を提供することを大切
にしています。ご不安なことやご心配な点がございましたら、どうぞお気軽にご相談ください。

　2025 年 10 月から着任しました金山と申します。これまで金沢大学病院
およびその関連病院でスポーツ整形外科として膝・肩関節疾患の診療に携
わってまいりました。当院でこれまで行われてきた一般的な人工関節手術
に加え、関節鏡を用いて関節を温存する手術や、専門的な資格が必要な反
転型人工肩関節手術まで対応しております。手術のみではなく、内服や注
射・リハビリテーションなども含め、実年齢ではなく皆様の活動性や今後の

目標に応じた治療方針をご提案いたします。丁寧な診察とわかりやすい説明を心がけておりますので、お気軽に
ご相談ください。
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１０月１５日 水防訓練

１０月１５日、大雨や台風などで想定される水害
に備えて、スムーズな避難と水防技術の向上の
ための訓練が行われました。伏見川が氾濫して
近辺の道路や住宅周辺が冠水した想定のもと、
患者さんを適切に運搬する方法を実践しました。

また、地下のスロープでは止水板の組立てを
行い、いざという時に万全の対策ができるよう
手順を確認しました。

１１月１４日 糖尿病デーイベント（ブルーフェスタ）
１１月１４日世界糖尿病デーであり、糖尿病の予

防や治療継続の重要性について周知する重要な機
会です。この日を中心に全世界で行われる糖尿病
への啓発キャンペーンのため、当院もシンボルの
青でライトアップしました。

競輪補助事業により訪問看護車を更新しました！

JKA補助事業とは…�公共財団法人JKAが競輪・オートレースの売上金の一部を使い、社会的課題に取
り組む団体や企業を支援している補助金です

令和 7 年度公益財団法人 JKA 補助事業を活用し、令和 7 年 11 月 27
日に訪問看護の車を 1 台更新しました。以前使用していた車は約 20 年前
に購入したものでした。新しい車で訪問看護サービスを受ける患者様のもと
に駆け付け、さらなるサービスの向上を目指していきます。

公益財団法人 JKA  公益財団法人 JKA  
補助事業完了のお知らせ補助事業完了のお知らせ
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　新年となり、早くも数ヶ月が経ちましたが皆様いかがお過ごしでしょうか。
　さて、本号では当院の 100 周年の歴史について特集しました。昔の写真や資料 
を改めて見返す中で、医療も町並みも大きく変わってきたことを実感しつつ、
多くの方々に支えられて今日を迎えられたことに改めて気付きました。これか
らも、変わらないのは「地域の皆さんの健康を守る」という思いです。今後とも、
どうぞ温かく見守っていただければ幸いです。

|  編 集 後 記 |
広報委員会

材料（2人分）

・カボチャ� ���������������230g 
・ベーコン���������������� 30g 
・玉ねぎ����������������� 75ｇ
・ブロッコリー� ������������� 60g　
・バター（または油）� ������������ 5g
・水������������������ 150ml　
・牛乳����������������� 150ml
・コンソメ� ��������������小さじ1　
・白みそ���������������小さじ1/3　
・食塩������������������ 少々　
・こしょう� ��������������� 少々　

作り方
① �南瓜の種とワタを取り、一口大に切る。耐熱ボウル
に入れてふんわりラップし、レンジ(600w)で４～
5分、竹串が通るまで加熱する。

② �玉ねぎは薄切り、ベーコンは1cm幅に切る。ブ
ロッコリーは小房に分けて茹でる。

③ �鍋にバターを入れて、玉ねぎとベーコンを炒める。
玉ねぎがしんなりしてきたら、水、コンソメ、白み
そ、加熱した南瓜を加える。

④ �煮立ったら弱火にし、ヘラやスプーンで南瓜を数個
軽くつぶす。

⑤ �牛乳を加え、沸騰させない程度に温める。
⑥ �茹でておいたブロッコリーと、塩・こしょうを加えて
完成。

南瓜とベーコ
ンのシチュー

風スープ

南瓜とベーコ
ンのシチュー

風スープ

エネルギー 211kcal
たんぱく質 9.5g
脂質 7.4g　塩分 1.5g

1 人分

南瓜はβカロテンを多く含んでいます。βカロ
テンは皮膚や粘膜を健康に保つ効果や、腸管
免疫を維持する効果があります。さらに抵抗力
を強める働きがあり、感染症予防が期待できま
す。また、皮には果肉部分の約3倍ものβカロ
テンが含まれており、皮ごと食べるのもおすす
めです。白みそを少し加えることで、甘さとま
ろやかさを加えることができます。寒い季節に
ぴったりの一品です。


